
　
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会（
以
下

「
全
国
大
会
」と
い
う
。）は
救
助
隊

員
の「
甲
子
園
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、

全
国
の
住
民
に
、消
防
の
技
術
の
高

さ
、力
強
さ
、優
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、複
雑
多
様
化・大
規
模

化
の一途
を
た
ど
る
近
年
の
災
害
に
備

え
て
い
ま
す
。

　
当
消
防
組
合
も
全
国
大
会
出
場

を
目
指
し
、本
署
、北
分
署
及
び
南
分

署
で
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、暑
く
長
い

夏
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

近
く
に
お
寄
り
の
際
は
気
軽
に
訓
練

を
見
学
し
て
頂
き
、熱
い
声
援・叱
咤

激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。き
っ

と
、隊
員
た
ち
の
力
と
な
る
で
し
ょ

う
。そ
し
て
、日
頃
培
っ
て
き
た
消
防

救
助
技
術
を
存
分
に
駆
使
し
、熱
く

闘
う
隊
員
た
ち
の
活
躍
に
期
待
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
訓
練
に
よ
り
身
に
付
け
た
精

神
力
、技
術
力
、体
力
を
更
に
向
上
さ

せ
地
域
住
民
の
安
全・安
心
を
守
り
、

消
防
に
寄
せ
る
期
待
に
力
強
く
応
え

る
べ
く
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ ＵＲＬ http://www.amatobu-119.jp/ ◆

（1） 平成30年3月1日 第72号広 報 海 部 東 部 消 防

毎
月
19
日
は『
防
火
の
日
』

１Ｐ…第４7回全国消防救助技術大会を目指して　　　　　　　　　　　　　　
２Ｐ…春季火災予防運動・リチウムイオン電池からの火災に注意・
　　消防長年末特別査察実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３Ｐ…南海トラフ巨大地震・気象情報と浸水時の避難　　　　　　　
４Ｐ…平成２９年消防概況・消防協力表彰・危険業務従事者叙勲　

５Ｐ…各種ご案内
６Ｐ…あまとうぶエクササイズ 第１０弾・
       消防技術競練会
７Ｐ…こんなとき、どうするの？・ご意見板
８Ｐ…クイズに挑戦・キッズコーナー

いざ、全国へ！いざ、全国へ！第47回全国消防救助技術大会

※

第
47
回
東
海
地
区
指
導
会

　
平
成
30
年
7
月
25
日（
水
）

　
三
重
県
消
防
学
校

※

第
47
回
全
国
大
会

　
平
成
30
年
8
月
24
日（
金
）

　
京
都
市
消
防
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー



◆ ３月1日から7日まで　春季火災予防運動 ◆

平成30年3月1日（2） 第72号 広 報 海 部 東 部 消 防

火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　
習
慣
に

平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

実施期間：平成３０年３月１日（木）から３月７日（水）まで
『 火の用心 ことばを形に 習慣に 』平成29年度全国統一防火標語

　

毎
年
３
月
１
日
か
ら

３
月
７
日
ま
で
、全
国

一
斉
に
春
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
、火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
り
、火
災

の
発
生
を
防
止
し
、高

齢
者
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、火

災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、火
の
元

に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

リチウムイオン電池からの火災にご注意を！！

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

①  

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
や
め
る
。

②  

ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

　
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③  

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

①  

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

　
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②  

寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

　
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③  

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　
た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等
を

　
設
置
す
る
。

④ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　
な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所

　
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。 

　

携
帯
充
電
器
、ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ

ト
、電
子
た
ば
こ
、ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
を
充
電

中
や
使
用
中
な
ど
に
出

火
す
る
火
災
が
増
え
て

い
ま
す
。取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
火
災
事
例
》

①  

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

　

車
バ
ッ
テ
リ
ー
を
他

　

社
製
の
充
電
器
で
充

　

電
し
た
た
め
過
充
電

　

を
起
こ
し
出
火
し
た
。

②  

階
段
を
下
り
て
い
る

　

際
、足
を
滑
ら
せ
て
し

　
り
も
ち
を
つ
い
た
た
め
、

　

ズ
ボ
ン
の
後
ろ
ポ
ケ
ッ

　
ト
に
入
れ
た
ス
マ
ー
ト

　
フ
ォ
ン
の
バッ
テ
リ
ー
が

　

破
損
し
内
部
シ
ョ
ー
ト

　

を
起
こ
し
た
た
め
、異

　

常
発
熱
が
生
じ
衣
類

　
に
着
火
し
た
。

　

平
成
29
年
12
月
12
日（
火
）

に
あ
ま
市
の
ヨ
シ
ヅ
ヤ
甚
目
寺

店
に
お
い
て
、消
防
長
年
末
特

別
査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

年
末
の
繁
忙
期
を
迎
え
、商

品
量
の
増
加
や
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
大
型
物
販
店
に
お
い

て
、防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
の
防

火
設
備
や
避
難
経
路
な
ど
を

重
点
的
に
確
認
し
、利
用
者
の

安
全
安
心
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、従
業
員
の
防
火
管
理
体

制
の
徹
底
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
長
年
末
特
別

査
察
実
施

特別査察の様子



特別警報

警 報

注 意 報

（3） 平成30年3月1日 第72号広 報 海 部 東 部 消 防

消
し
ま
し
ょ
う
　
そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の
場
所
で

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう！ ◆

　

み
な
さ
ん
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て
、家
具
の
転
倒
防
止
は
お
済

み
で
す
か
？
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
は
し
て
あ
り
ま
す
か
？
水
や
非
常
食
の

準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
？
家
族
分
準
備
し
て
あ
り
ま
す
か
？
ま
だ
準
備
し
て
い

な
い
方
は
す
ぐ
に
で
も
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。ま
ず
は
、受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
！
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。こ
の
３０
年
間

で
７０
％
の
確
率
で
起
き
る
と
さ
れ
て
い
る
巨
大
な
地
震
で
す
。国
民
の
半
分
が

被
災
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
２９
年
１１
月
１
日
正
午
か
ら
気
象
庁
が
左
記
の
場
合
、「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る
情
報
」を
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

情報名 情報発表条件

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」に
つ
い
て

南海トラフ地震に関連する情報

気
象
情
報
と
浸
水
時
の

避
難
に
つ
い
て

※南海トラフ沿いでマグニチュード７以上の地震が発生した場合や
   東海地域に設置されたひずみ計に有意な変化を観測した場合
   などを想定

災
害
の
危
険
性

高 気象警報・注意報の種類

低

重大な災害の危険性が著しく高まっている
（数十年に一度レベル）

重大な災害が起こるおそれ

災害が起こるおそれ

南海トラフ地震
に関連する情報
（臨時）

南海トラフ地震
に関連する情報
（定例）

○南海トラフ沿いで異常な現象（※）が
観測され、その現象が南海トラフ沿いの
大規模地震と関連するかどうか調査を開
始した場合、または調査を継続している
場合

○観測された現象を調査した結果、南海
トラフ沿いの大規模な地震発生の可能
性が平常時と比べて相対的に高まったと
評価された場合

○南海トラフ沿いの大規模な地震発生
の可能性が相対的に高まった状態では
なくなったと評価された場合

○「南海トラフ沿いの地震に関する評価
検討会」の定例会合において評価した調
査結果を発表する場合

「
気
象
情
報
に
つ
い
て
」

　

気
象
情
報
は
注
意
報
や
警
報
に
先

立
っ
て
注
意
を
促
し
た
り
、注
意
報
や

警
報
が
発
表
さ
れ
た
り
し
た
後
の
補

足
や
防
災
上
の
注
意
を
解
説
す
る
場

合
な
ど
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

注
意
報
は
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の

あ
る
時
に
、警
報
は
重
大
な
災
害
が
起

こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
時
に
、特
別
警
報

は
重
大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く

高
ま
っ
て
い
る
と
き
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

「
浸
水
時
の
避
難
に
つ
い
て
」

　

暴
風
雨
時
に
浸
水
域
中
を
避
難
す

る
場
合
、膝
を
越
え
る
と
非
常
に
歩
き

に
く
く
な
り
ま
す
。水
深
３０
㎝
以
上
に

な
る
と
大
人
で
も
歩
く
の
が
困
難
に
な

り
、何
度
も
足
を
取
ら
れ
、す
べ
っ
た
り

転
ん
だ
り
し
ま
す
。水
深
が
増
す
と
さ

ら
に
危
険
が
大
き
く
な
り
ま
す
。ま

た
、冠
水
し
た
道
路
を
歩
く
と
き
は
、

濁
っ
た
水
で
道
路
の
状
況
が
わ
か
り
に

く
い
た
め
、側
溝
・
排
水
路
・マ
ン
ホ
ー

ル
な
ど
に
転
落
し
た
り
し
て
溺
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
　

気
象
情
報
や
市
町
か
ら
の
情
報
な

ど
を
確
認
し
て
、明
る
い
う
ち
に
早
め

の
避
難
を
す
る
な
ど
命
を
守
る
行
動
を

し
ま
し
ょ
う
。



◆ ６月の第２週（日曜日から土曜日までの１週間）　危険物安全週間 ◆

平成30年3月1日（4） 第72号 広 報 海 部 東 部 消 防

無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火災件数
（出火件数） 合　計

建物火災（火元棟）

全　焼 半　焼 部分焼 ぼ　や 爆発現象
その他の
火　　災車両火災

死傷者

死　者 負傷者

あま市

大治町

合　計

19

4

23

1

0

1

0

1

1

1

2

3

5

0

5

0

0

0

0

0

0

12

1

13

1

0

1

5

1

6

救助件数
（出動件数） 合　計 火　災 交通事故 水難事故 自然災害

事　　故
機 械 に
よる事故

建物等に
よる事故

ガス及び
酸欠事故 破裂事故 その他

あま市

大治町

合　計

36

9

45

1

2

3

9

3

12

2

0

2

0

0

0

3

0

3

9

1

10

1

0

1

0

0

0

11

3

14

救急件数
（出場件数） 合　計 火　災 自然災害 水　難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加　害 自損行為

あま市

大治町

管　外

合　計

4,029

1,260

43

5,332

8

4

0

12

0

0

0

0

2

0

2

4

323

136

17

476

44

5

0

49

18

4

0

22

518

180

4

702

14

3

2

19

34

8

1

43

急　病

2,727

881

17

3,625

その他

341

39

0

380

消
防
協
力
表
彰

平
成
29
年
消
防
行
政
概
況

統
計
期
間
1
月
1
日
〜
12
月
31
日

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

元
海
部
東
部
消
防
組
合 

消
防
司
令
長

片
岡
三
郎
さ
ん

片岡三郎さん

　

平
成
30
年
1
月
6
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た

消
防
出
初
式
に
お
い
て
、平
成
29
年
中
、消
防
行

政
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

【
無
火
災
表
彰
】

　
10
年
間
無
火
災

　
　
あ
ま
市
七
宝
町
鷹
居
地
区　
様

　
　
あ
ま
市
丹
波
地
区　
　
　
　
様

　
５
年
間
無
火
災

　
　
あ
ま
市
七
宝
町
下
之
森
地
区　
様

　
　
あ
ま
市
中
萱
津
地
区　
　
　
　
様

【
感
謝
状
】

　
　
㈱
ビ
ー
ア
ン
ド
デ
ィ
ー

　
　
　
　
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
七
宝
店　
様

　
　
㈱
ア
オ
キ
ス
ー
パ
ー
大
治
南
店　
様

　
平
成
29
年
12
月
7
日
あ
ま
市
上
萱
津
地
内
に

お
い
て
発
生
し
た
建
物
火
災
で
、迅
速
な一一
九

番
通
報
及
び
初
期
消
火
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

被
害
を
最
小
限
に
ど
ど
め
た
３
名
の
方
に
対
し
、

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
11
月
3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、第

29
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
伝
達
式
に
て
、元

海
部
東
部
消
防
組
合
の
片
岡
三
郎
さ
ん
が「
瑞

宝
双
光
章
」を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
岡
さ
ん
は
昭
和
46
年
か
ら
消
防
官
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
、長
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

感謝状贈呈式(平成29年12月21日)
写真前列右から
島内美砂様、伊原竜一様、加藤正三様

写真右から10年間無火災表彰の、
あま市七宝町鷹居地区様、あま市丹波地区様、
5年間無火災表彰の、
あま市七宝町下之森地区様、あま市中萱津地区様、
街頭防火活動等協力表彰の、
株式会社ビーアンドディードラッグストア七宝店様
※株式会社アオキスーパー大治南店様は都合により欠席



普通救命講習Ⅰ

（5） 平成30年3月1日 第72号広 報 海 部 東 部 消 防

も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ

平
成
２６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

◆ 住宅用火災警報器を定期的に点検しましょう！ ◆

講習日

甲種防火管理講習

講習の種類 受付期間

上級救命講習
3
8
3
3

普通救命講習Ⅲ
普通救命講習Ⅰ

講習の種類
平成30年
平成30年
平成30年
平成30年

5月7日（月）から5月20日（日）
6月4日（月）から6月17日（日）
7月9日（月）から7月22日（日）
10月8日（月・祝）から10月21日（日）

平成30年
平成30年
平成30年
平成30年

5月27日（日）
6月24日（日）
7月29日（日）
10月28日（日）

13時00分から
8時30分から
13時00分から
13時00分から

講習日時 受付期間時間

乙種防火管理講習

平成30年５月 ７日（月）から
平成30年６月 １日（金）まで

平成30年５月28日（月）から
平成30年６月29日（金）まで

消
防
課
℡
052
ー
442
ー
１
6
0
5

危
険
物
取
扱
者
試
験
勉
強
会
の
ご
案
内

防
火
管
理
講
習
の
ご
案
内

普
通
救
命
講
習
・
上
級
救
命
講
習
の
ご
案
内

開
催
場
所

対
象
者

申
込
要
領

そ
の
他

開
催
場
所

対
象
者

申
込
要
領

そ
の
他

お
問
い
合
わ
せ・お
申
し
込
み
先

℡
052
ー
442
ー
１
5
1
3

予
防
課

お
問
い
合
わ
せ・お
申
し
込
み
先

℡
052
ー
442
ー
１
5
1
3

予
防
課

お
問
い
合
わ
せ・お
申
し
込
み
先

　
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
119
番
地
１

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
あ
ま
市・大
治
町
に
在
住
又
は

在
勤
の
方
で
満
15
歳
以
上
の
方

　

消
防
本
部・消
防
署・各
分
署

に
て
各
講
習
日
の
受
付
期
間
内

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

講
習
及
び
資
料
の
費
用
は
無

料
で
す
。受
講
者
の
定
員
は
各

講
習
15
名
で
す
。定
員
に
な
り

次
第
受
付
は
終
了
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

開
催
場
所

日
　
程

対
象
者

申
込
要
領

そ
の
他

　
愛
西
市
消
防
本
部

　

平
成
30
年
４
月
以
降
に
決

定
し
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

海
部
東
部
防
火
危
険
物

安
全
協
会
会
員
で
あ
り
、一般

社
団
法
人
愛
知
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
が
実
施
す

る
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備

講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方

　

当
組
合
消
防
本
部
予
防

課
に
て
受
け
付
け
ま
す
の
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。な

お
、テ
キ
ス
ト
は
予
備
講
習

会
で
購
入
し
た
も
の
を
使
用

し
ま
す
。

　
ご
質
問・お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
に（
平
日
８
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で
）ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
約

８
分
か
か
り
ま
す
。そ
の
間
、心
臓
や
呼
吸

が
止
ま
っ
た
人
を
放
置
す
れ
ば
救
命
率
が

極
め
て
低
く
な
り
ま
す
。こ
の
８
分
間
に

尊
い
命
を
救
え
る
の
は
、今
そ
こ
に
い
る

「
あ
な
た
」だ
け
で
す
。

　

救
命
講
習
は
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

立
つ
応
急
手
当
や
公
共
施
設
で
よ
く
見
か

け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の

使
用
方
法
等
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

　
海
部
地
方
で
は
平
成
30
年
度
の
危

険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第
四
類
勉

強
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
　
こ
の
勉
強
会
は
海
部
地
方
危
険
物

安
全
協
会
連
絡
協
議
会
に
よ
り
開
催

し
て
い
ま
す
。

※

団
体・グ
ル
ー
プ
な
ど
で
受
講
希
望
の

場
合
は
、指
導
員
が
出
向
し
て
講
習
を

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
消
防
法
で
は
、多
数
の
者
が
出
入
り
し
、勤
務
し
又
は
居

住
す
る
防
火
対
象
物
の
管
理
権
原
者
は「
防
火
管
理
者
」

を
選
任
し「
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
」を
行
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
火
管
理
講
習
は
、こ
の「
防
火
管
理
に
関
す
る
資
格
」

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
で
す
。

　
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪

　
　
　
　
　
　
　
119
番
地
１

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
あ
ま
市・大
治
町
に
在
住
又

は
在
勤
の
方

　

受
付
期
間
中（
平
日
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
）に

顔
写
真
１
枚（
４㎝×

３㎝
）を

お
持
ち
に
な
り
、消
防
本
部
２

階
予
防
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。そ
の
際
、受
講
費
用

（
テ
キ
ス
ト
代
金
の
み
）の
払

込
取
扱
票
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、必
ず
受
付
期
間
中
に
指

定
の
機
関
で
払
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

講
習
に
つ
い
て
の
ご
質
問
・

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
に（
平

日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で
）ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・普通救命講習Ⅰ：成人への心肺蘇生法など　　・上級救命講習：成人、小児、乳児への心肺蘇生法など
・普通救命講習Ⅲ：小児・乳児・新生児への心肺蘇生法など

平成30年６月25日（月）・26日（火）
2日（月）・予備日：平成30年7月

平成30年7月 ９日（月）
予備日：平成30年７月13日（金）

3日（火）



膝を立て仰向け。かかとを
そろえつま先は開く。両手は
万歳でリラックス。内臓のリ
ラクゼーションにもなる。

床に膝立ちし右足を立てて
真横に開き、膝は直角。右手
で右足首をつかみ左手は真
上に伸ばす。体側の伸びを
感じましょう。

右足を軸に片足立ちし、左
の足首を右膝の上にかけて
左膝を開く。お尻を突き出
すように股関節を曲げ、同時
に右膝を曲げる。

開脚し顔の真下に左手を置
き右手を天井方向に伸ば
す。左手で床を押し、肩甲骨
を真っすぐにする。

◆ １１月９日から１５日まで　秋季火災予防運動 ◆

平成30年3月1日（6） 第72号 広 報 海 部 東 部 消 防

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

ON
の
ま
ま

平
成
2５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

橋のポーズ

ポイント

オープンゲートポーズ

防火衣着装！防火衣着装！

ホース延長！ホース延長！

上階放水！上階放水！

資器材吊り上
げ！資器材吊り上
げ！

面体着装！面体着装！

要救助者搬送！要救助者搬送！

消防技術競練会消防技術競練会

フラミンゴバランスポーズ ピラミッドツイストポーズ

第10弾!
シリーズ

あまとうぶエクササイズ
毎日やろう！健康一直線！

　今回のエクササイズはワンポーズヨガです！ヨガは身体も心も整えてくれるので１日の始まり
に行うと生き生きとした前向きな気分になれますし、寝る前に行うとリラックスしてぐっすり眠れ
る効果があると言われています。さあ、みなさん一緒にあまとうぶエクササイズ、スタートですっ！

・ポーズをとって意識した筋肉を伸ばすことと同等に大切なのが呼吸です。
・普段よりもたっぷり息を吸い、ゆったり吐き、深い呼吸を繰り返します。
・そのリズムをキープしながらポーズに入り、３～５回呼吸します。

　平成２９年１２月２２日（金）に、当消防組合本署にて平成２９年度海部東部消防署消防技術競練
会を開催しました。
　この競練会は、若手職員（採用されてから２年以上１０年未満）を対象にして消防基本技術の向
上を主眼として実施しました。また、同世代の職員の技術を知ることで競争心や向上心を養い、迅
速な活動を習得することや安全・確実な活動を身に付けることができました。
　本署、北分署及び南分署から1チーム3名編成で総勢１５チーム４４名の職員（重複出場者含
む）が参加し、全チームが創意工夫をして日々訓練に取り組みました。実災害に的確に対応できる
職員の災害対応能力の向上を図り、強く地域住民への安全・安心に応えてまいります。



1歳以上 1歳未満

（7） 平成30年3月1日 第72号広 報 海 部 東 部 消 防

消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い

平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう。 ◆

この丸の大きさが
４ｃｍです

＜窒息の事故防止ポイント＞
・食べ物を丸飲みすることがあるので、食べ物は年齢に応じた大きさや形状にして
食べさせる。
・びっくりして飲み込んでしまい窒息することがあるので、食事中は大きな声で呼ぶ
など、びっくりさせるようなことはしない。
＜のどに詰まらせたときの吐かせ方のポイント＞
・下を向かせて背中を平手で４～５回叩きます。
・１歳未満の場合はうつぶせにして、腕にまたがせて顔が
下向きになるよう支えるようにします。
＜誤飲の事故防止ポイント＞
・部屋の整理整頓を心掛け、薬、電池、たばこなどは、こどもの手の届かない場所にしまっておく。
＜誤飲の際の対応ポイント＞
・こどもが誤飲したときは、のどの奥を刺激して吐かせると、のどを傷つける場合があるため、無理に吐かせずに、
かかりつけなどの医療機関へ問い合わせて医師の助言や診断を受けましょう。
＜病院へ行く際のポイント＞
・病院へは、次のことをメモなどして行きましょう。「①何を飲んだか ②いつ飲んだか ③どれだけの量を飲んだか 
④顔色が悪いなどいつもと違うところはないか ⑤けいれんを起こしていないか ⑥意識がはっきりしているか 
⑦誤飲したものの容器、袋、説明書などを持っていく」

　こどもは、生後６ヶ月頃から「物をつかむ」、つかんだら「口に入れる」行動が見
られ、約４センチメートル（例：トイレットペーパーの芯）の大きさのものなら、口の
中に入れてしまい飲み込むおそれがあります。

「のどのあたりに手を当てて苦しそうにしている、唇が紫色をしている、意識がない」などの場合は、上記の応急手当
をすると同時に１１９番通報をして救急車を呼んでください。

　

自
分
の
中
で
は
軽
い
ノ
ル
マ
の
つ
も
り
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
。塩
分
も
控
え
て
い
る
つ
も

り
で
す
。で
も
、血
圧
の
薬
は「
も
う
飲
ま
な
く
て
も

よ
ろ
し
い
！
」と
は
な
り
ま
せ
ん
。ト
ホ
ホ
。先
日
は

私
ど
も
の
地
区
で
消
火
器
の
取
扱
い
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

あ
ま
市　
Ｍ・Ｍ

　

海
部
地
方
防
災
訓

練
に
私
も
参
加
し
ま

し
た
が
、大
規
模
災

害
訓
練
で
の
消
防
隊

員
の
方
を
は
じ
め
、各

関
連
隊
員
の
皆
さ
ん

の
機
敏
な
連
携
体
制

を
見
学
し
、勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。私
た
ち
も
安
全
で

安
心
な
街
づ
く
り
を

心
掛
け
ま
す
。

　
　
大
治
町　
Ｔ・Ｈ

　

12
月
９
日
に
甚
目
寺
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
た
市
民
活
動
祭
の
折
り
に
、心
臓
マッ
サ
ー
ジ

の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。力
の
入

れ
具
合
、速
度
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
を
付
け
て
い
る
方
へ
の
対
処
や
注
意

点
な
ど
、実
際
に
行
っ
た
こ
と
で
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま
市　
Ｋ・Ｎ

　
「
秋
季
火
災
予
防
運

動
」の
ペ
ー
ジ
の「
３
つ
の

習
慣
と
４
つ
の
対
策
」の

欄
を
読
ん
で
、日
頃
の
生

活
で
注
意
す
べ
き
点
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。電
気
ス
ト

ー
ブ
を
付
け
た
ま
ま
、お

湯
を
沸
か
し
て
弱
火
に
し

た
ま
ま
で
他
の
部
屋
で
電

話
を
し
た
り
、掃
除
を
し

た
り
は
大
変
危
険
で
す

ね
。気
を
付
け
ま
す
。

　
　
　

  
あ
ま
市　
Ａ・Ｉ

　

後
ろ
か
ら
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
救
急
車
が
来
る
の

で
、車
を
左
に
寄
せ
通
り

過
ぎ
る
の
を
待
ち
ま
し

た
。そ
の
時
車
内
に
い
た

隊
員
さ
ん
が
会
釈
し
て
通

り
過
ぎ
ま
し
た
。町
の
安

全
・
安
心
を
守
る
隊
員
さ

ん
の
行
動
に
何
か
心
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　

  

あ
ま
市　
Ｍ・Ｅ

　

住
宅
用
火
災
警
報

器
を
つ
け
て
い
る
こ
と

さ
え
忘
れ
て
い
ま
し

た
が「
１０
年
た
っ
た
ら

と
り
カ
エ
ル
」を
読
ん

で
購
入
設
置
日
を
調

べ
て
み
ま
し
た
。ま
だ

１０
年
よ
り
少
し
前
で

し
た
。ひ
も
を
引
い
て

み
る
と
、正
常
で
す
と

い
う
の
で
安
心
し
ま

し
た
が
、時
々
確
か
め

て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　
　

あ
ま
市　
Ｔ・Ｔ

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
の
紹
介

ご
意
見
板

こんなとき、どうするの？ ちっ そく　　  ご  いん へん

～ 窒息・誤飲編  ～
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平成30年3月1日（8） 第72号 広 報 海 部 東 部 消 防

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度

平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

１.縦９列、横９列それぞれの列に、
  １～９の数字がひとつずつ入ります。
２.太い線で囲まれた３×３のブロックにも、
  １～９の数字がひとつずつ入ります。
３.縦・横及びブロック内で、同じ数字が
  重複して入ることはありません。

★問題★★第71号の答え★

ポイント！
数字が重複しないように気をつけて、
分かるところから埋めていけば必ず解けます。

※ハガキの裏面に答えを1枚につきどちらか１つ
　（貼り付ける場合は、透明テープでしっかりと貼る
　ようお願いします。）と住所・氏名（フリガナ）・年齢
　電話番号の他、広報誌や消防に対するご意見を
　明記の上、応募してください。お待ちしております。
郵便料金がかわりましたのでご注意ください。
問題：「ナンプレメイト」(マガジン・マガジン刊)より

〈 クイズに挑戦・キッズコーナー応募要領 〉

※裏面の内容にご注意いただき、切り取って
　ハガキに貼ってご応募いただいても結構です。

ルール8 6 7 3 9 1 4 5 2
1 9 5 2 4 6 3 8 7
2 3 4 7 5 8 1 6 9
5 7 3 6 2 4 8 9 1
4 1 9 5 8 7 6 2 3
6 8 2 1 3 9 7 4 5
9 2 8 4 7 3 5 1 6
7 5 6 8 1 2 9 3 4
3 4 1 9 6 5 2 7 8

★第71号の応募者156名、
　正解者１55名でした。
　たくさんのご応募
　ありがとうございました。
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正解者には記念品をプレゼント
(多数の場合は、抽選で２０名)
4月20日(金)当日消印有効
賞品の発送をもって発表とします。
〒４９７－０００２ あま市七宝町遠島十坪119番地1
            　　 海部東部消防組合消防本部予防課

あて先
発表
締切り

賞品

！
ナンバープレース

クイズに挑戦！クイズに挑戦！

キッズ ★コーナー
～ 間違い探しに挑戦！ ～

　今回の間違い探しは制服を着た消防士が「休め」の姿勢をしている様子です。よーく見てみると、
おかしなところが３つあります（風景は除く）。お子さんやお孫さんと一緒に間違い探しにチャレンジ
してみましょう。必要事項を記入の上、下記までご応募ください。
　裏面の内容にご注意いただき、切り取ってハガキに貼ってご応募いただいても結構です。


